






米国のコロニアル様式を採用し地元大工が建てた瀟洒な洋館

東北学院旧宣教師館（デフォレスト館）は、1887（明治20）年、新島襄を校長とする宮東北学院旧宣教師館（デフォレスト館）は、1887（明治20）年、新島襄を校長とする宮
城英学校（翌年、東華学校と改称）の米国人宣教師の住宅として、宮城県技手により設城英学校（翌年、東華学校と改称）の米国人宣教師の住宅として、宮城県技手により設
計、地元大工により建築され、デフォレスト宣教師一家が長く居住しました。デフォ計、地元大工により建築され、デフォレスト宣教師一家が長く居住しました。デフォ
レストの死後、東北学院の宣教師住宅として使われ、1940（昭和15）年に東北学院レストの死後、東北学院の宣教師住宅として使われ、1940（昭和15）年に東北学院
の所有となりました。大戦後シップル教授一家が居住したことから長く「シップル館」の所有となりました。大戦後シップル教授一家が居住したことから長く「シップル館」
と呼ばれていましたが、重要文化財指定を機に「東北学院旧宣教師館（デフォレスト館）」と呼ばれていましたが、重要文化財指定を機に「東北学院旧宣教師館（デフォレスト館）」
と呼ぶことになりました。木造2階建・外壁下見板張の瀟洒な洋館で、米国のコロニと呼ぶことになりました。木造2階建・外壁下見板張の瀟洒な洋館で、米国のコロニ
アル様式を採用しています。北面に欠円アーチの玄関、南面1、2階にベランダが設アル様式を採用しています。北面に欠円アーチの玄関、南面1、2階にベランダが設
けられ、1階は玄関ホールを中心に書斎、居間、食堂等、2階は寝室となっています。けられ、1階は玄関ホールを中心に書斎、居間、食堂等、2階は寝室となっています。

（※現在、建物は保存修復に向けた工事中のため、工事用の柵に覆われています。）（※現在、建物は保存修復に向けた工事中のため、工事用の柵に覆われています。）

■A 菱格子で装飾された天井、ポーチの大きな窓、開放的なベランダ等にコロニアル様式の特徴が見られます。
■B 建具、階段、床、内壁、モールディング等の建物の細部にもコロニアル様式の意匠が散見されます。
■C 居間の一箇所にのみ残る暖炉・マントルピース。暖炉は当初、書斎と居間、食堂と小児室というようにレンガの煙突の両側に設けられていました。
■D 玄関ポーチは、西洋古典様式の柱と櫛形ペディメントで構成しながらも、和風建築の意匠である鬼瓦や渦紋の絵様繰型が用いられています。

［所在地］土樋キャンパス（仙台市青葉区土樋1-3-1）
［建設年］1887（明治20）年
［設計者］宮城県土木課技手 植田 登
［階数］2階
［施工業者］不明
［延床面積］391㎡

東 北 学 院 旧 宣 教 師 館（デフォレスト館） 
DeForest Family Home

2016（平成28）年7月25日 重要文化財指定
■A

■B ■C ■D
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カレッジ・ゴシック様式でまとめたキャンパスの象徴的存在

東北学院大学本館（旧専門部校舎）は、東北学院が創立40周年を迎えた1926（大正
15）年に竣工しました。米国人建築家J・H・モーガンの設計による、当時米国で続々
建設されていたカレッジ・ゴシック様式と呼ばれる中世城郭風の校舎で、鉄筋コンク
リート造、半地下の1階の上に2階分が乗る3階建です。工費は、当時としては巨額の
23余万円。うち約5万円は、国内政財界からの寄付等で賄われました。

■A 本館真正面の階段には、中央ポーチと連続性を持たせて、人を迎えるやさしさを醸すアーチが用いられています。
■B 外装には秋保産石材（凝灰岩）を使用。1978（昭和53）年の宮城県沖地震で一部剥落しましたが、その後補修されました。
■C 全体的に学校建築らしい装飾を押さえた簡素なつくりですが、エントランス近くにはコリント式柱頭を模した柱が見られます。
■D 太平洋戦争中、階段の鉄製手すりの支柱が 1 本ずつ切り取られ、供出されました。窓枠、床には米国から輸入したリノリュウムが用いられています。

［所在地］土樋キャンパス（仙台市青葉区土樋1-3-1）
［建設年］1926（大正15）年7月
［設計者］Ｊ・Ｈ・モーガン
［階数］3階
［施工業者］仁田寅蔵（施工監督F・B・ニコデマス）
［延床面積］1,904㎡

東 北 学 院 大 学 本 館
Tohoku Gakuin University Main Building

■A

■B ■C ■D

2014（平成26）年12月19日登録
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縦長窓やステンドグラスが垂直性を際立たせた壮麗な内外観

ラーハウザー記念東北学院礼拝堂は、1932（昭和7）年３月に竣工しました。シュ
ネーダー院長の米国における募金活動に賛同して、実に５万ドルという巨額の献金を
寄せたエラ・A・ラーハウザーにちなみ、その名前が付けられています。本館と同じ
く設計はＪ・Ｈ・モーガンで、鉄筋コンクリート造、地下１階・地上２階建、カレッ
ジ・ゴシック様式が用いられています。収容人員は約900名。

■A 英国より輸入された正面ステンドグラスは、創建当時に設置され、イエス・キリストの昇天（ルカ福音書24章51節）の場面が描かれています。
■B バルコニーが設けられた堂内は、幅・高さ・奥行きのバランスが絶妙で、作家の伊藤整に「日本の大学のチャペルで最も美しい」と評されました。
■C �外装には本館と同様に秋保産石材が使われています。垂直性を強調した装飾、ステンドグラスに合わせた縦長の窓、上部が扁平のチューダー・

アーチが繰り返し用いられているのが特徴です。

■D �講壇右側にかたちをとどめているのが、東北地方で最初に設置された米国モーラー社製の自動演奏機付パイプオルガンです。現在使われている
のは、1978（昭和53）年設置のドイツ（ハンブルク）ベッケラート社製のものです。

［所在地］土樋キャンパス（仙台市青葉区土樋1-3-1）
［建設年］1932（昭和7）年3月
［設計者］Ｊ・Ｈ・モーガン
［階数］地上2階・地下1階
［施工業者］石井組
［延床面積］1,529㎡

ラーハウザー記念東北学院礼拝堂ラーハウザー記念東北学院礼拝堂
Rahauser Memorial ChapelRahauser Memorial Chapel

■B ■C

2014（平成26）年12月19日登録

■D

■A 109



シュネーダー院長のプランを実現した戦後の近代建築

東北学院大学大学院棟（旧シュネーダー記念東北学院図書館）は、1953（昭和28）
年に竣工しました。シュネーダー院長の描いたマスター・プラン※は、大戦を挟み実
に28年の歳月を経て実現されました。設計者は株式会社山下寿郎設計事務所仙台支
社（現・株式会社山下設計東北支社）で、鉄筋コンクリート造5階建、1階と3階にそれ
ぞれ2層吹き抜けの閲覧室を配し、5層の書庫、10室の教授研究室等を備えた、当時
日本の大学では数少ない最新式図書館でした。その後、増改築され6階建となり、現
在は、図書館分館、大学院教室、施設部オフィスとして使用されています。

■A 自然石のアプローチを置き、広場の中心部に対して、礼拝堂よりややセットバックして建てられています。
■B �２階の暖炉のある会議室は、明治末期から戦後まで、親子２代にわたり英文科の教授であった両ゲルハード宣教師（ポール、ロバート）の功績を

讃え、今も「ゲルハード記念室」の名で呼ばれています。

■C �各階をつなぐ吹き抜けの螺旋階段の構造と特注された鉄製手すりのシンプルな意匠が目を引きます。
■D �エントランスホールには、本学の建学の精神を表す言葉として「エホバを畏るるは知識の本なり」（旧約聖書の箴言1章7節）の聖句が掲げられて

いました。（現在この聖句は中央図書館入口に移設されています。）

［所在地］土樋キャンパス（仙台市青葉区土樋1-3-1）
［建設年］1953（昭和28）年　その後、1963（昭和38）年・1966（昭和41）年に改修
［設計者］株式会社山下寿郎設計事務所仙台支社
［階数］6階
［施工業者］大木建設株式会社
［延床面積］2,447㎡（増築の6階を含む）

〈注記〉※シュネーダー院長のマスタープラン
3棟の配置について、本館を中央にして、東側に図書館、西側に講堂を兼ねた礼拝堂を置き、知識の訓練と霊性の訓練の実現を目指すとしたもの。

『東北学院時報』第61号（1925年7月発行）には、D・B・シュネーダー第二代院長が描いた専門部校舎配置想定図が掲載されている。

東 北 学 院 大 学 大 学 院 棟
Tohoku Gakuin University Graduate School Building

2014（平成26）年12月19日登録

■A

■B ■C ■D
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歴史あるキャンパスの表構えを構成する重厚な佇まい

東北学院大学正門は、本館と同時に建設が進められ、同じ1926（大正15）年に竣
工しました。アーチ型の開口部を備える２基一対の門型構造物が、奥に見える本館と
一体となって、キャンパス草創期から変わらない景色を今に伝えています。設計者
は本館や礼拝堂と同じＪ・ H・モーガンで、鉄筋コンクリート造の構造体の上に石造
を模した仕上げが施されています。アーチ上部の歯型装飾（デンティル）や、十字架に
TGを重ねた校章等の精緻な細部も見所です。門扉は戦時中の金属供出や戦後の学生
運動を背景に複数回交換された歴史を持ち、現在のものは1985（昭和60）年の修復
時に当初の姿を参考に造り直されたものとなっています。

■A �鉄筋コンクリート構造の上に、洗い出しという手法で石造を模した仕上げが施されています。古代ギリシャ以来の歯型装飾（デンティル）、本館
や礼拝堂とも共通するチューダー・アーチ、優美な曲線を持つ蛇腹（コーニス）が重厚な印象を与えます。ブロンズ製の校名標は戦後に設置されま
した。

■B 背面側（構内側）にはゴシック様式の控え壁（バットレス）が設けられています。上昇性を表現する頂部の意匠は、本館や礼拝堂とも共通しています。
■C 正門の奥に本館を望むエントランス。広場の右手に礼拝堂、左手に大学院棟が建ち、シュネーダー院長が構想した空間を今に伝えています。

［所在地］土樋キャンパス（仙台市青葉区土樋1-3-1）
［建設年］1926（大正15）年　その後、1985（昭和60）年に修復（鉄扉の交換は複数回あり）
［設計者］Ｊ・Ｈ・モーガン
［施工業者］仁田寅蔵
［延床面積］模主門間口4.2m・脇門間口2.0m

東 北 学 院 大 学 正 門
Tohoku Gakuin University Main Gate

■A

■B ■C

2021（令和３）年10月14日登録
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東 北 学 院 の
礎 を 築 い た
三 校 祖

東北学院は、1886（明治19）年、伝道者養成を目指す「仙台神学校」 

として産声を上げ、間もなく、今日まで続く普通・高等教育に門を開

きました。その業にあたったのが近代日本最初期のクリスチャン押川

方義、そして米国人宣教師ウィリアム・E・ホーイとデイヴィド・B・

シュネーダーで、この三者を「三校祖」と呼んでいます。彼らのキリス

ト教信仰と教育理念を、東北学院は「建学の精神」とし、宗教改革の「福

音主義キリスト教」の信仰に基づく「個人の尊厳の重視と人格の完

成」の教育にあるとしました。その教育は、聖書の示す神に対する

畏敬の念とイエス・キリストにならう隣人への愛の精神を培い、文

化の発展と福祉に貢献する人材の育成を目指すものです。

初代院長　
押 川  方 義
おしかわ　　　　まさよし

初代副院長
W・E・ホーイ
ウィリアム　エドウィン

写 真 で 振 り 返 る 学 舎 の あ ゆ み
東北学院大学本館（旧専門部校舎）

ラーハウザー記念東北学院礼拝堂

東北学院大学大学院棟（旧シュネーダー記念東北学院図書館）

東北学院旧宣教師館（デフォレスト館）

第二代院長
D・B・シュネーダー
デイヴィド　ボウマン

松山藩士橋本家の三男として生ま
れ、押川家の養子となる。横浜英語
学校でキリスト教に触れ、1872（明
治5）年米国人宣教師ジェームス・H・
バラより受洗。日本最初のプロテスタ
ント教会である日本基督公会の一員
となった。1886（明治19）年、ホーイ
とともに「仙台神学校」を創立。5年
後（1891（明治24）年）に東北学院と
改称し、南町通りに赤レンガ造りの
校舎を新築。翌年初代院長に就任し、
1901（明治34）年に辞任。以後も東
北学院顧問として終生関わりを持つ。

米国ドイツ改革派教会宣教師。米
国ランカスター神学校卒。1885

（明治18）年来日する。押川らと
共に翌年、「仙台神学校」、仙台で
最初の女子教育機関「宮城女学校」

（現宮城学院）を創立した。1892
（明治25）年東北学院副院長に就任。
1900（明治33）年学院を辞し、家
族と共に中国湖南省に転じ、数年
内に男子、女子両校、病院を設立、
改革派海外伝道の有力な拠点を築
きあげた。1927（昭和2）年3月、
帰米の途次、船上で死去。

米国ドイツ改革派教会宣教師。ホ
ーイと同じ米国ランカスター神学
校卒。1887（明治20）年来日。翌
年、仙台に着任し、創立されたば
かりの仙台神学校で、説教、講義
を担って押川、ホーイを助ける。
1901（明治34）年には第二代院長
に就任。35年におよぶ在任中、中
学部、専門部の学制の刷新と教育
施設拡充に力をそそぎ、学院を初
期の私塾的存在からキリスト教に
基づく教育機関として発展成長さ
せた。東北学院中興の祖。

1850-1928 1858-1927 1857-1938

師範科3年、山川先生の授業風景
（現本館2階　総務部長室）1928
（昭和3）年春の撮影と思われる。

1935（昭和10）年頃、礼拝堂入
口の名札。当時は礼拝堂で礼拝を
受ける者の名札が入口に掲げられ
ていた。

1955（昭和30）年当時図書館内
に開設された山川丙三郎先生記念

「ダンテ文庫」。1955（昭和30）
年1月撮影。

1919（大正8）年以前に向山から撮
影された土樋。東北学院旧宣教師
館（デフォレスト館）と並んで建つ
洋館ブラッドショー館が見える。

文科第一部（史学）旧専門部校舎
（現本館）の3階閲覧室での研究発
表。1937（昭和12）年1月撮影。

仙台空襲で壊滅した仙台電信局
が、仮局舎として礼拝堂の地下
を 利 用 し て い た。1945（ 昭 和
20）年前後。

1965（昭和40）年頃のシュネー
ダー記念図書館内。竣工当時の
ままの3階部分まで吹き抜けの
閲覧室。

1934（昭和9）年春の撮影とあ
る、東北学院旧宣教師館（デフォ
レスト館）前での教員と学生たち。
卒業式のスナップのよう。

1975（昭和50）年頃の図書館内。
2階部分も閲覧スペースになり、
照明器具も増設されている。

書斎でのJ・H・デフォレスト。
（The Evolution of a Missionary , 
1914より）

「昭和6年春、クラスメーツと屋
上にて」と題された本館屋上での
スナップ。

1987（昭和62）年頃までは学生食
堂だった礼拝堂地下。2001（平成
13）年に資料室となり展示スペー
スを設けた。
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校 舎 略 年 表

1886（明治19）年５月 押川方義とW・E・ホーイは７人の伝道者志望の学生
を得て、木町通りと北六番丁角の一軒の借家で私塾
の形で学校を起こし、「仙台神学校」と名づける。

1891（明治24）年９月 南町通りに仙台神学校校舎が完成。「東北学院」と
改称、学制を予科 2 年、本科 4 年、神学部３年と
して出発。

1905（明治38）年９月 「東二番丁 42 番地」に普通科校舎が完成。

1919（大正8）年３月 仙台大火のため中学部（普通科）校舎、寄宿舎
（1906（明治39）年４月落成）全焼。

1922（大正11）年６月 中学部校舎（赤レンガ校舎）再建、続いて寄宿舎
再建。

1926（大正15）年７月 「南六軒丁２番地」に専門部校舎完成（現在の大学
本館）。

1932（昭和7）年３月 ラーハウザー記念東北学院礼拝堂完成。

1945（昭和20）年７月 旧仙台神学校（東北学院神学部）校舎、仙台空襲で焼
失。

1953（昭和28）年10月 シュネーダー記念東北学院図書館完成。

1962（昭和37）年４月 多賀城町（現多賀城市）に東北学院大学多賀城キャン
パス完成、大学工学部開設。同校地に東北学院幼稚園
を開設。

1972（昭和47）年８月 泉市市名坂（現仙台市泉区天神沢）に榴ケ岡高等
学校校舎が完成・移転。

1988（昭和63）年４月 大学泉キャンパス完成、大学教養部を移転。

2005（平成17）年１月 仙台市宮城野区小鶴に中学校・高等学校新校
舎完成・移転。

2016（平成28）年３月 ホーイ記念館完成。

2023（令和５）年４月 大学五橋キャンパス完成、大学工学部、教養学部を
移転。

仙台神学校校舎

普通科校舎

専門部校舎

〒 980-8511 仙台市青葉区土樋一丁目 3-1

地下鉄南北線仙台駅より富沢駅行乗車、
「五橋駅」または「愛宕橋駅」下車徒歩約 5 分

https://www.tohoku-gakuin.jp/

「東北学院 歴史的建造物ガイド」第五版
泉キャンパス講義棟

シュネーダー記念東北学院図書館

Access Map

土樋キャンパス
Campus Map

■A 東北学院大学本館　■B ラーハウザー記念東北学院礼拝堂　■C 東北学院大学大学院棟

D 東北学院旧宣教師館（デフォレスト館）　■E 東北学院大学正門■

1 1 号館　2 2 号館　3 3 号館　4 4 号館　5 5 号館（講義棟）6 6 号館（講義棟）

7 7 号館（講義棟）　8 8 号館（講義棟）　9 90 周年記念館　 � 総合研究棟

� シュネーダー記念中央図書館　� 体育館　� 部室棟　� 部室棟　� 音楽館

� グラウンド　  � 駐輪場　 　� ATM コーナー　� 博物館　� ホーイ記念館
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